
「
フ
ッ
キ
一
富
貴
一
」
を
め
ぐ
っ
て

一
、
二
、
三
、
四
、
五
、

目
　
　
次

問
題
の
所
在

「
富
」
の
字
音

「
フ
ッ
キ
」
発
生
の
契
機
と
時
期

「
富
貴
」
の
音
形
の
変
遷

サ

ツ

　

ギ

ツ

「
早
」
「
牛
」
と
の
関
係

沼
　
　
本
　
　
克
　
　
明

「

問

題

の

所

在

現
代
漢
語
を
総
覧
す
る
と
語
中
に
促
音
を
有
す
る
多
数
の
漢
語
が
存
す
る
。
そ
れ
等
の
殆
ど
大
部
分
は
所
謂
入
声
に
属
す
る
字
が
下
接
無
声
子

音
字
と
合
す
る
事
に
依
っ
て
促
音
化
し
た
と
い
う
日
本
語
の
音
韻
変
化
の
下
で
説
明
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
極
僅
か
で
は
あ
る
が
、
そ
う

い
う
駆
流
と
し
て
の
音
韻
変
化
で
は
説
明
出
来
な
い
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
本
来
入
声
字
で
い
な
も
の
に
促
音
化
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。

実
例
で
示
せ
ば
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

キ
ッ
カ
イ
　
（
奇
怪
）

ギ
ッ
シ
ャ
　
（
牛
車
）

「
フ
ッ
キ
　
（
富
貴
）
」
を
め
ぐ
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

キ
ッ
プ
　
（
気
風
）

ケ
ッ
タ
イ
　
（
希
代
）

サ
ッ
キ
ュ
ウ
　
（
早
急
）

サ
ッ
キ
ュ
ウ
　
（
遡
及
）

サ
ッ
ソ
ク
　
（
早
速
）

ト
ッ
ク
と
　
（
篤
と
）

フ
ッ
キ
　
（
富
貴
）

ヨ
ッ
ポ
ド
　
（
余
程
）
　
等
。

こ
れ
等
の
促
音
化
の
経
緯
に
つ
い
て
は
勿
論
種
々
の
場
合
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
語
の
促
音
に
就
て
総
合
的
に
論
じ
ら
れ
た
浜

田
敦
氏
は
、
右
の
中
本
来
「
－
ウ
」
で
あ
る
一
群
の
場
合
に
つ
い
て
次
の
様
な
論
を
示
さ
れ
た
。
『
今
一
つ
や
は
り
漢
語
に
於
い
て
促
音
化
す
る

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

0

も
の
は
、
1
サ
ッ
ソ
ク
（
早
速
）
」
「
サ
ッ
キ
ュ
ウ
（
早
急
）
」
「
フ
ッ
キ
（
富
貴
）
」
「
ギ
ッ
シ
ャ
（
牛
車
）
」
の
如
く
仮
名
で
普
通
「
サ
ウ
」
「
フ
ウ
」

0

「
ギ
ウ
」
な
ど
と
「
ウ
」
で
表
記
さ
れ
る
文
字
で
あ
る
。
か
か
る
も
の
が
促
音
化
し
た
の
は
、
一
に
は
「
早
速
」
「
早
急
」
の
様
に
物
事
を
速
か
に

行
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
為
、
そ
の
様
な
感
情
を
表
現
す
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
促
音
に
化
し
た
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
一
に
は

又
や
は
り
母
音
と
促
音
と
の
調
音
部
位
の
類
似
に
よ
る
転
換
と
考
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
或
は
そ
れ
等
の
中
に
は
、
上
述
の
唇
内
入
声
音
へ
の

類
推
に
よ
る
も
の
も
あ
り
は
し
な
い
か
と
恩
は
れ
る
。
即
ち
唇
内
の
入
声
韻
尾
が
、
平
安
朝
中
期
以
降
、
語
中
尾
の
ハ
行
音
り
行
音
の
趨
勢
に
伴

っ
て
「
ウ
」
と
表
記
さ
れ
る
に
至
り
、
逆
に
元
来
「
ウ
」
で
あ
っ
た
も
の
が
「
フ
」
と
表
記
さ
れ
る
事
も
あ
っ
た
為
、
本
来
唇
内
の
入
声
音
で
な

い
サ
ウ
・
フ
ウ
・
ギ
ウ
な
ど
の
文
字
ま
で
も
、
そ
れ
が
時
に
入
声
音
サ
フ
・
フ
フ
・
ギ
フ
で
あ
る
か
の
如
く
誤
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
促
音

化
し
た
と
云
ふ
こ
と
も
考
へ
ら
れ
は
し
ま
い
か
と
思
ふ
。
』
（
「
人
文
研
究
」
算
言
三
巻
「
促
音
と
撥
音
（
上
）
」
）
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一

「
早
急
」
「
早
速
」
の
如
き
は
意
味
に
伴
う
感
情
を
表
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
促
音
化
、
二
母
音
と
促
音
と
の
調
音
部
位
の
類
似
に
伴
う
転
換
、
三



「
－
ウ
」
を
「
－
フ
」
に
逆
推
し
た
結
果
と
し
て
の
促
音
化
、
と
い
う
三
つ
の
要
因
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
文
脈
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
第
二
の

要
因
が
重
視
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
必
ず
し
も
分
明
で
は
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
音
声
的
に
種
々
の
形
（
占
k
J
⊥
∫

－
S
S
J
…
…
）
で
現
わ
れ
る
促
音
と
母
音
の
調
音
部
位
が
類
似
し
て
い
る
の
意
味
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
説
得
力
の
有
る
考
え
方
で
は
な
い
は
ず
で
あ

る
。
第
三
の
要
因
も
亦
、
そ
の
量
的
な
広
が
り
と
い
う
点
か
ら
説
得
力
が
弱
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
古
く
は
こ
の
様
な
要
因
で
同
様
の
現
象
が

頻
出
し
、
現
代
語
へ
は
唯
右
の
如
き
若
干
例
が
生
き
残
っ
た
の
み
で
あ
る
と
い
う
論
法
を
持
ち
出
し
て
も
、
そ
の
古
い
時
代
1
院
政
・
鎌
倉
期
1

（1）

に
、
「
ウ
」
の
音
を
持
つ
字
が
促
音
形
と
目
さ
れ
る
表
記
を
取
っ
た
例
は
容
易
に
見
出
せ
得
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

浜
田
氏
の
右
の
論
は
、
本
来
「
ウ
」
と
あ
る
字
が
促
音
化
す
る
事
象
が
説
明
出
来
る
統
一
的
原
理
を
見
出
そ
う
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
行
く
前
に
、
ま
ず
個
々
の
例
の
個
別
的
検
討
の
必
要
を
感
じ
る
。

扱
、
浜
田
氏
が
取
上
げ
ら
れ
た
右
の
如
き
例
に
つ
い
て
現
行
の
辞
典
類
は
如
何
に
取
扱
っ
て
い
る
か
を
参
考
ま
で
に
一
見
し
て
お
こ
う
。

。
広
辞
苑

サ
ッ
キ
ュ
ウ
　
（
早
急
）
　
ソ
ウ
キ
ュ
ウ
と
も

（
サ
ッ
キ
ユ
ウ
（
遡
及
）
　
軸
”
ソ
キ
ュ
ウ
の
慣
用
読
み
）

フ
ッ
キ
（
富
貴
）
　
フ
キ
の
転

。
広
辞
林

（
サ
ッ
キ
ュ
ウ
（
遡
及
）
　
軸
”
「
そ
き
ゅ
う
」
の
慣
用
読
み
）

フ
ッ
キ
（
富
貴
）
　
「
ふ
う
き
」
　
の
音
便

。
新
潮
国
語
辞
典

（
サ
ッ
キ
ュ
ウ
（
遡
及
）
　
柵
”
「
そ
き
ゅ
う
」
の
慣
用
読
み
）

フ
ッ
キ
（
富
貴
）
　
「
ふ
う
き
」
　
の
音
便

「
フ
ッ
キ
　
（
富
貴
）
」
を
め
ぐ
っ
て
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。
新
明
解
国
語
辞
典

（
サ
ッ
キ
ュ
ウ
（
遡
及
）
　
軸
”
「
そ
き
ゅ
う
」
の
変
化
）

フ
ッ
キ
（
富
貴
）
　
〔
古
〕
「
ふ
く
き
」
の
変
化

。
日
本
国
語
大
辞
典

サ
ッ
キ
ュ
ウ
（
早
急
）
　
「
さ
っ
」
は
「
早
」
の
慣
用
音

（
サ
ッ
キ
ュ
ウ
（
潮
及
）
　
柵
”
「
湖
及
（
そ
き
ゅ
う
）
」
の
慣
用
読
み
）

右
の
辞
典
類
に
於
て
、
参
考
に
取
上
げ
た
「
サ
ッ
キ
ュ
ウ
（
遡
及
）
」
を
「
サ
ク
キ
フ
」
（
つ
ま
り
「
遡
」
の
音
符
「
朔
」
か
ら
類
推
し
た
誤
読
形
）
か

ら
の
促
音
化
形
と
考
え
る
点
は
全
て
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
「
ソ
キ
フ
」
と
い
う
形
が
変
化
す
る
事
に
依
っ
て
は
「
サ
ッ
キ
ュ
ウ
」
は
生

フ

ツ

キ

じ
な
い
と
い
う
日
本
語
音
韻
（
史
）
の
常
識
論
で
解
決
出
来
る
点
で
あ
ろ
う
か
ら
全
く
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
然
し
、
「
富
貴
」
に
つ
い
て
は
、

右
の
辞
典
の
範
囲
で
も
三
説
に
分
か
れ
て
い
る
。
広
辞
苑
が
「
フ
キ
の
転
」
と
す
る
意
味
を
直
ち
に
限
定
し
て
把
え
る
事
は
出
来
な
い
が
、
促
音

介
入
と
把
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
広
辞
林
、
新
潮
国
語
辞
典
は
「
フ
か
キ
」
の
音
便
と
し
て
い
る
。
新
明
解
国
語
辞
典
は
「
フ
ク
キ
」
の
変
化

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

つ

形
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
「
富
」
の
（
音
符
「
苗
」
の
類
推
に
よ
る
）
誤
読
か
ら
生
じ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
さ
す
れ
ば
「
遡
及
」
と
全
く
平
行

ギ

ツ

シ

ヤ

　

サ

ツ

キ

ユ

ウ

　

サ

ツ

ソ

ク

的
な
関
係
に
有
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
当
該
辞
典
の
説
明
は
若
干
不
統
一
の
観
を
免
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
。
尚
、
「
牛
革
」
「
早
急
」
「
早
速
」
に
つ
い

て
は
何
れ
も
特
に
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

扱
、
右
の
辞
典
類
に
依
れ
ば
、
浜
田
氏
が
「
早
急
」
「
早
速
」
「
牛
車
」
と
同
列
に
把
握
さ
れ
た
「
富
貴
」
に
は
、
そ
う
い
う
丁
ウ
」
の
音
便

フ

ツ

　

　

　

　

　

フ

ク

と
す
る
考
え
方
と
、
そ
れ
と
別
に
「
フ
ク
キ
」
か
ら
出
た
と
す
る
新
し
い
考
え
方
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
「
富
貴
」
を
「
富

貴
」
か
ら
の
発
生
と
す
る
考
え
方
は
、
本
誌
第
二
集
の
三
保
忠
夫
氏
の
論
文
に
も
見
ら
れ
る
。
『
富
貴
豪
勢
（
十
七
オ
1
）
　
こ
れ
も
促
音
化
を
表

フ

レ

ク

ヰ

カ

ウ

セ

イ

フ
ふ
ソ

示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
フ
ツ
ー
ク
ヰ
」
は
、
「
フ
引
ク
ヰ
」
の
促
音
化
と
み
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
か
。
別
に
、
「
富
」
が
唇
内
入
声
音

（

一

・

“

・

、

「
フ
フ
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
「
誤
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
促
音
化
し
た
と
云
ふ
こ
と
も
考
へ
ら
れ
は
し
ま
い
か
」
（
注
1
1
文
献
一
〇
五
頁
＝
沼



本
注
、
先
引
浜
田
氏
論
文
＝
）
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
更
に
、
二
某
と
し
て
、
そ
れ
が
喉
内
入
声
音
「
フ
ク
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
認
さ
れ
、
こ
れ

が
促
音
化
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
い
か
。
「
富
」
は
流
摂
宥
韻
に
属
し
、
そ
の
反
切
は
「
府
副
反
」
、
「
方
副
切
」
で
あ
る
（
『
刊
謬
補
欠

切
嶺
』
、
『
唐
窺
』
・
『
広
韻
』
な
ど
の
切
窺
系
翌
日
）
。
反
切
下
字
「
副
」
は
宥
恕
と
し
て
の
用
法
だ
が
、
同
文
字
は
屋
嶺
・
職
韻
に
も
属
し
て
い
る
。

7

タ

ユ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

ク

ユ

ウ

ま
た
、
「
富
」
の
労
「
宗
」
そ
の
も
の
も
、
屋
嶺
に
も
職
韻
に
も
所
属
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
「
儒
宥
」
（
『
節
用
集
』
永
棟
木
）
、
「
膚
宥

（
妙
本
寺
本
『
い
ろ
は
字
』
）
と
い
っ
た
誤
読
、
も
し
く
は
推
読
が
行
な
わ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
他
な
ら
ぬ
本
資
料
で
も
、
他
の
箇
所

フ

ク

ネ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

に
み
え
る
「
富
」
字
は
、
三
例
と
も
、
み
な
「
フ
ク
」
と
付
訓
さ
れ
て
い
る
。
富
餞
（
二
例
）
　
富
人
（
二
例
）
　
し
て
み
れ
ば
、
「
富
」
が
入
声
音

フ
ク
一
一
ム

の
「
フ
ク
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
認
さ
れ
、
こ
れ
が
促
音
化
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
得
る
の
で
あ
る
。
』
（
「
漠
字
音
の
促
音
化
と
そ
の
表
示
法

－
完
の
水
雷
館
莞
明
誓
土
抄
拗
信
記
に
よ
る
－
」
）
。
三
保
氏
の
右
の
論
及
は
鎌
倉
時
代
の
具
体
例
の
提
示
を
伴
っ
て
、
そ
の
説
得
力
は
大
き
い
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
と
断
定
す
る
為
に
は
尚
「
フ
ウ
キ
」
か
ら
の
音
便
で
あ
り
得
な
い
事
を
も
言
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

筆
者
も
亦
、
字
音
資
料
を
取
扱
う
過
程
で
、
か
つ
て
か
ら
、
こ
の
「
フ
ッ
キ
」
は
「
フ
ク
キ
」
と
い
う
誤
読
に
依
っ
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る

フ

ツ

キ

と
考
え
て
い
た
。
本
稿
は
、
こ
の
種
の
問
題
は
ま
ず
個
別
の
検
討
を
要
す
る
と
す
る
立
場
か
ら
こ
の
「
富
貴
」
の
成
立
を
横
尾
に
付
い
て
、
別
の

角
度
か
ら
若
干
の
蛇
足
を
加
え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
、
「
富
」
の
字
音

「
フ
ツ
キ
」
を
「
フ
ウ
キ
」
の
音
便
と
す
る
考
え
方
、
或
い
は
丁
フ
」
へ
の
類
推
過
程
を
経
た
と
す
る
考
え
方
は
、
ギ
ッ
シ
ャ
（
牛
革
）
・
サ

ッ
キ
ユ
ウ
（
早
急
）
・
サ
ッ
ソ
ク
（
早
速
）
と
同
じ
変
化
を
た
ど
っ
た
と
す
る
前
提
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
う

考
え
方
の
前
提
に
於
て
既
に
問
題
と
な
る
の
は
、
「
富
」
字
は
、
「
牛
」
「
早
」
が
古
く
か
ら
「
ギ
ウ
」
「
サ
ウ
」
と
二
字
仮
名
表
現
さ
れ
て
い
た
の

に
対
し
、
本
来
日
本
字
音
の
形
と
し
て
は
一
字
仮
名
「
フ
」
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

今
、
そ
の
具
体
例
を
呉
音
資
料
・
漢
音
資
料
に
分
け
て
少
し
く
示
し
て
み
る
。

「
フ
ッ
ヰ
（
富
貴
）
」
を
め
ぐ
っ
て
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◎
呉
音
資
潮

b
九
条
本
法
華
経
音

フ
0
富
普
遊
反

。
保
延
本
法
華
経
単
字

。
富
増
遊
反

○
聖
衆
来
迎
寺
本
法
華
経
巻
第
一
院
政
期
点

フ富
単
那
（
音
訳
字
）

。
安
田
八
幡
宮
本
大
般
若
経
巻
芳
一
建
保
三
年
頃
点

フ

得
富
．

〇
東
寺
本
貞
元
華
厳
経
巻
第
十
一
寛
喜
二
年
点

フ
　
　
ハ
ウ

富
㌧
包

．
〇
専
修
寺
本
西
方
指
南
抄
康
元
元
年
写
本

フ

ク

ヰ

富
貴
（
上
末
・
下
宋
計
二
例
）

。
′
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄

富
…
…
禾
フ
．

右
に
見
ら
れ
る
様
に
呉
音
資
料
で
は
「
フ
」
で
あ
り
、
声
調
は
「
平
声
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
法
華
経
音
・
法
華
経
単
字
で
去
声
（
上

フ

ル

　

ナ

声
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
去
声
一
拍
字
の
変
化
形
）
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
経
本
文
の
初
出
例
し
畠
楼
如
十
を
取
り
上
げ
、
以
下
の
意
訳

字
－
財
軍
・
大
軍
・
巨
富
毎
－
が
、
そ
れ
に
摂
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
為
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
鎌
倉
時
代
の
「
富
」
の
呉
音
は
「
フ
」
で
あ
っ
た
。

フ

　

　

　

　

　

　

フ

　

　

　

　

　

　

　

プ

フ

ち
な
み
に
「
富
」
と
同
親
の
唇
音
字
も
こ
の
事
情
は
全
く
同
様
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
法
華
経
音
の
例
を
示
し
て
お
く
。
覆
享
反
、
復
的
歩
久
反
、



フ

　

　

　

　

　

フ

　

　

　

　

　

　

フ

阜
普
久
反
、
負
。
叢
反
、
0
不
方
倶
炭
、
0
豊
端
琴
0
瞥
歪
、
（
以
上
い
ず
れ
も
「
吾
声
字
」
）

◎
漢
音
資
料

。
仁
和
寺
本
孔
雀
経
巻
中
平
安
初
期
点

．富．貴

。
醍
醐
寺
本
法
華
経
釈
文

フ

．
復
琴
層
反

。
神
田
本
自
民
文
集
巻
四
天
永
四
年
点

。
富
－
貴

○
蒙
求
長
承
三
年
点

ア
　
　
　
　
キ

．
富
㌣
義

。
図
書
寮
本
文
鏡
秘
府
論
保
延
四
年
点

繁
∫
訃

。
古
文
孝
経
建
久
六
年
点

。
富
－
貴

。
仁
和
寺
本
孔
雀
経
巻
中
建
久
八
年
点

ク
ヰ

旨
国
。
貴
（
。
は
別
筆
）

フ。
蒙
求
建
保
六
年
写
点
本

フ

　

キ

富
義

。
観
智
院
本
世
俗
諺
文
鎌
倉
初
期
点

「
フ
ッ
キ
　
（
富
貴
）
」
を
め
ぐ
っ
て

五
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

。
富
－
春
0

。
天
理
本
自
民
文
集
巻
第
四
正
応
二
年
点

フ
　
　
　
　
ク
ヰ

。
富
－
。
貴

。
正
安
本
文
選
正
安
二
年
点

フ富
－
0
有

仁
和
寺
本
秦
申
吟
延
慶
二
年
点

フ

貧
－
0
富

。
蒙
求
康
永
四
年
点

フ

　

　

与

。
富
∞
義

右
の
様
に
、
漢
音
資
料
に
於
て
も
鎌
倉
時
代
ま
で
の
資
料
で
は
「
フ
」
と
一
字
仮
名
表
記
で
あ
り
、
且
漢
音
声
調
は
韻
書
と
同
じ
去
声
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

尚
、
漢
音
・
呉
音
と
い
う
観
点
か
ら
は
分
類
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

。
三
巻
本
色
葉
字
類
抄

フ

殻
：
富
（
前
田
本
）

富
貴
順
堵
響
嘉
フ
カ
ウ
福
徳
同
不
重
富
　
富
有

フ
　
ス
イ
タ
ウ

イ
ウ

富
大
　
福
祐
フ
ク
エ
（
黒
川
本
）

。
自
行
三
礼
功
徳
義
建
保
三
年
写
本

こ

　

ふ

巨
－
富

の
様
な
資
料
に
於
て
も
一
字
表
記
で
あ
る
事
は
変
わ
り
無
い
。



斯
く
し
て
、
「
富
」
の
字
音
は
鎌
倉
時
代
ま
で
は
「
フ
」
と
一
字
仮
名
の
形
で
あ
り
、
「
フ
ウ
」
は
そ
れ
以
後
新
し
く
発
生
し
た
形
で
あ
ろ
う
と

い
う
見
通
し
が
立
つ
。
管
見
に
於
る
古
い
「
フ
ウ
」
の
形
の
例
は
い
ず
れ
も
室
町
時
代
以
後
の
次
の
如
き
例
で
あ
る
。

。
文
明
版
衆
分
旗
略

ヒ

ウ

7

ウ

富
ふ
且

。
文
明
本
節
用
集
（
失
点
の
み
を
示
す
）

フ

ウ

キ

　

　

ユ

ウ

　

　

　

　

　

ヲ

ク

　

ジ

ン

。
富
。
貴
㌧
宥
（
注
略
）
－
楽
。
－
入

部
か
在
蕊
畢
…
：
唯
富
貴
人
耳

フ
ウ
　
キ

シ
　
ク
ワ
ン
　
　
　
　
　
シ
ャ
ウ
シ
ヤ
ウ
フ
ウ
　
キ

仕
官
而
至
将
相
富
貴
而
帰
故
郷
…
・

シ
　
セ
イ
　
　
　
　
　
ブ
ウ
　
キ

死
生
有
命
富
貴
在
天
庸
渕

シ
　
セ
イ
　
　
メ
イ
フ
ウ
　
キ

死
生
有
命
富
貴
在
天
…
…

サ
イ
　
シ
　
　
　
フ
ウ
　
キ

妻
子
軽
富
貴
他
人
重
駁

。
天
正
本
節
用
集

フ
ウ
　
キ

富
貴

G
慶
長
版
衆
分
親
略

フ
ム
ソ富
l
貴

ヒ
ウ

（
国
語
辞
典
類
に
依
れ
ば
、
こ
れ
等
の
他
に
「
太
平
記
」
や
「
平
家
物
語
」
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
成
立
期
の
確
証
と
は
な
ら
ず
室
町
期
以
後
の
例

と
し
て
取
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
る
）
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
右
の
字
書
類
の
「
フ
ウ
」
は
、
÷
豊
見
」
と
い
う
漢
語
の
音
に
伴
う
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
事
で
あ
る
。

ユ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

）

文
明
本
の
例
も
「
－
宥
」
以
下
の
「
－
」
は
漢
字
の
み
を
示
す
も
の
で
、
「
フ
ウ
」
の
音
ま
で
示
し
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
フ
ッ
キ
　
（
富
貴
）
」
を
め
ぐ
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
‥
研
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斯
く
し
て
、
∵
フ
ウ
」
は
鎌
倉
時
代
以
後
「
富
貴
」
（
或
い
は
「
富
家
」
等
）
と
い
う
特
定
の
漢
語
音
と
し
て
長
呼
さ
れ
る
事
に
依
っ
て
生
じ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
事
に
な
る
。
従
っ
て
、
▼
当
然
の
事
な
が
ら
、
本
来
「
－
ウ
」
と
い
う
形
で
あ
っ
た
「
早
」
「
牛
」
の
場
合
と
全
く
同
じ
促
音
化

の
過
程
を
前
提
と
す
る
事
は
出
事
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
「
フ
ツ
キ
」
発
生
の
契
機
と
時
期

東
京
大
学
国
語
研
究
重
蔵
孔
雀
経
巻
中
に
次
の
様
な
例
が
見
ら
れ
る
。

フ

　

ク

ヰ

．
富
。
い
畢
白
．
在
（
「
フ
ク
」
「
。
」
は
別
伝
を
示
す
）

フ
クこ
の
加
点
時
期
の
識
語
は
存
し
な
い
が
鎌
倉
初
期
と
考
え
ら
れ
、
朱
声
点
墨
仮
名
が
全
巻
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
ま
別
筆
が
加
え
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
同
時
期
で
異
本
か
ら
の
別
伝
を
校
合
付
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
富
。
0
貴
」
が
そ
れ
で
、
こ
れ
に
依
っ
て
、
鎌
倉
初

7
タ

期
に
「
富
」
を
「
フ
ク
」
と
読
む
場
合
が
有
っ
た
確
証
が
得
ら
れ
る
。

仁
和
寺
蔵
．
重
文
無
常
講
式
建
長
元
年
写
本
に
も
、

タ
　
フ
タ
ク
ヰ
　
　
ア
ヒ
タ

今
生
亦
富
貴
之
問
也

の
例
が
見
ら
れ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
孔
雀
経
巻
中
に
も
、

フ

ク

　

ク

ヰ

富
．
㌧
貴
．
白
．
在

と
あ
る
。
本
資
料
は
「
貞
応
三
年
」
∧
一
二
二
四
＞
の
刊
記
を
有
し
、
「
以
先
師
放
校
法
印
房
点
本
之
様
為
品
鉢
之
上
／
集
数
本
点
校
了
元
応
三

（
ス
リ
ケ
シ
）

年
二
月
廿
一
日
／
□
□
権
大
僧
都
□
口
」
の
奥
書
が
有
る
。
全
巻
に
朱
声
点
墨
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
所
々
に
刊
年
直
後
と
思
わ
れ
る
墨

仮
名
が
見
ら
れ
、
他
は
殆
ど
元
応
三
年
＜
一
三
二
一
＞
の
移
点
の
際
の
仮
名
で
あ
る
。
右
の
「
フ
ク
ク
ヰ
」
も
元
応
三
年
の
筆
で
あ
る
が
、
そ
の

芦
点
か
ら
判
断
し
て
東
大
本
の
別
伝
の
系
統
に
同
じ
で
あ
っ
て
古
く
に
遡
り
得
る
読
み
方
で
あ
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。



扱
、
こ
の
棟
に
鎌
倉
初
期
か
ら
或
る
場
合
に
「
富
」
を
「
フ
ク
」
と
す
る
誤
読
（
そ
の
生
じ
た
要
因
は
先
引
三
保
氏
の
論
じ
ら
れ
る
通
り
で
あ
ろ
う
）

が
生
じ
て
い
た
事
は
、
直
ち
に
そ
の
背
後
に
音
声
現
象
と
し
て
の
促
音
化
「
フ
ッ
キ
」
の
可
能
性
を
見
出
す
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

喉
内
入
声
字
が
力
行
子
音
と
連
接
し
た
場
合
の
促
音
化
の
確
例
と
し
て
は
、
管
見
の
範
囲
で
真
福
寺
本
将
門
記
承
徳
三
年
∧
二
∪
九
九
＞
点
の

別
筆
仮
名
に
依
る

リ
ツ教
書
（
1
8
9
行
）
（
漢
音
原
形
「
リ
ク
カ
イ
」
）

が
最
も
古
い
。
こ
の
例
に
依
っ
て
、
音
声
現
象
と
し
て
、
〔
I
k
u
k
↓
＞
⊥
是
粁
↓
＞
日
脚
且
の
如
き
事
象
が
既
に
院
政
期
に
発
生
し
て
い
た
事
に
な

る
。
国
語
史
料
の
教
え
る
所
に
依
れ
ば
、
促
音
が
丁
ツ
ー
」
表
記
に
固
定
す
る
ま
で
に
は
長
期
間
を
要
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
院
政
は
そ
の
（3）

「
ツ
」
へ
固
定
す
る
前
の
試
行
錯
誤
期
と
言
え
、
或
る
学
銃
に
於
て
は
別
の
方
法
で
促
音
を
表
示
し
て
い
た
（
そ
の
点
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
別
稿
に

譲
る
）
。
そ
の
一
つ
の
方
法
に
字
音
点
の
合
符
が
有
っ
た
。
先
引
の
国
会
図
書
館
孔
雀
経
の
例
に
於
け
る
合
符
は
、
仮
名
は
「
フ
ク
ク
ヰ
」
ノ
と
有

る
が
、
実
際
の
発
音
が
「
フ
ッ
ク
ヰ
」
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
念
の
為
、
今
同
経
の
合
符
例
を
抜
出
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ

る
。コ

ク

吾

ト

ク

カ

イ

ア

タ

カ

ム

ヨ

ク

カ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

雷

カ

イ

ヨ

タ

コ

ク

　

　

　

コ

ツ

ケ

ツ

或
」
居
、
毒
－
害
、
悪
1
感
、
臆
－
行
、
或
－
居
、
縛
－
孔
雀
王
（
以
上
巻
上
）
、
北
1
界
、
欲
1
国
（
以
上
巻
中
）
、
或
－
結
（
「
コ
ツ
」
「
ケ
ツ
」
貞

キ
ヨ

応
領
の
古
筆
）
、
、
或
－
居
（
以
上
巻
下
）

勿
論
、
東
大
国
語
研
究
室
本
に
も
こ
の
合
符
が
偲
用
さ
れ
て
居
り
そ
の
機
能
は
同
じ
で
あ
る
。

コ

グ

キ

ヨ

　

　

　

　

コ

ウ

　

キ

コ

タ

　

　

　

　

　

ヨ

タ

カ

ウ

　

キ

m

ハ

ク

　

　

カ

ク

　

　

　

　

ホ

ク

或
⊥
盾
、
毒
壷
、
木
－
孔
、
毒
－
気
、
極
－
受
、
亦
－
起
（
二
例
）
、
膿
－
行
、
或
－
居
、
縛
－
孔
雀
王
、
各
－
各
、
（
以
上
巻
上
）
、
北
－
界
、

キ

ヨ

ク

キ

ヨ

ク

カ

ク

　

　

カ

イ

ソ

ク

カ

ウ

　

　

　

　

ト

ク

カ

タ

カ

ク

カ

ウ

　

　

　

ヵ

ク

カ

ク

極
1
党
、
毒
去
ロ
、
足
－
行
（
以
上
巻
中
）
、
独
－
覚
、
角
－
元
、
北
－
方
、
独
－
角
（
以
上
巻
下
）

（4）

こ
の
様
な
喉
内
入
声
字
の
促
音
化
は
、
右
例
に
明
ら
か
な
様
に
殆
ん
ど
下
按
字
が
力
行
音
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
情
は
現
代
語
に
於
て
も

同
じ
で
、
音
声
的
に
言
っ
て
当
然
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
に
し
て
、
「
嘗
土
景
」
の
合
符
例
は
そ
れ
が
〔
賢
罫
w
i
〕
と
い
う
促
音
形
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
な
る
。
東
大
本

「
フ
ッ
キ
　
（
富
貴
）
」
を
め
ぐ
っ
て



鎌
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代
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五
八

鎌
倉
初
期
点
に
合
符
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
の
は
「
富
貴
」
の
読
み
が
別
伝
で
あ
る
が
為
で
、
同
様
な
構
成
に
有
る
例
で
は
合
符
が
多
数
出
現
し

フ
ル
ノ

フ

ク

ク

ヰ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
既
に
鎌
倉
初
期
に
漢
語
と
し
て
の
「
富
貴
」
は
促
音
化
語
彙
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
く
、
そ
し
て
そ
の
事

を
具
体
的
に
示
す
の
が
三
保
氏
指
摘
の
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
例
と
い
う
事
に
な
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
富
貴
」
の
促
音
形
を
仮
名
で
「
フ
ツ
キ
」
（
或
い
は
「
フ
㌃
ヰ
」
）
と
表
記
し
た
例
は
、
促
音
を
ツ
で
表
記
す
る
の
が
一

般
的
に
な
っ
た
時
期
ま
で
待
て
ば
よ
い
わ
け
で
特
に
問
題
で
は
な
く
、
「
富
」
を
「
フ
ク
」
と
読
む
そ
の
誤
読
の
発
生
に
こ
の
語
形
の
問
題
点
が

有
っ
た
の
で
あ
る
。
誤
読
の
可
能
性
は
い
つ
の
時
代
に
も
有
っ
た
は
ず
で
、
こ
の
「
フ
ク
」
も
、
本
稿
で
の
指
摘
は
鎌
倉
初
期
の
例
で
止
ま
っ
て

い
る
が
、
当
然
そ
れ
以
前
に
遡
り
得
る
可
能
性
は
多
分
に
有
る
か
ら
、
「
フ
ツ
キ
」
の
淵
源
は
時
期
的
に
は
鎌
倉
期
以
前
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

四
、
「
富
貴
」
の
音
形
の
変
遷

（

キ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

キ

）

　

　

　

（

キ

）

か
く
し
て
、
「
富
貴
」
の
音
形
は
原
形
の
「
フ
ク
ヰ
」
の
他
に
新
形
の
「
フ
ウ
ク
ヰ
」
「
フ
ッ
ク
ヰ
」
の
三
形
が
文
献
に
出
現
す
る
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
管
見
に
及
ん
だ
例
を
以
上
の
三
形
に
分
け
て
時
代
順
に
並
べ
て
み
る
と
次
の
様
に
な
る
。

（
フ
ウ
ー
）

（
フ
ッ
ー
）

孔
雀
経
鎌
倉
初
期
点

・
・
・
バ

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
（
三
保



易
林
木
節
用
集

イ
ウ

言
∴
．

無
刊
記
原
型
十
行
本
末
分
韻

文
明
本
節
用
集

フ
ウ
　
キ
　
　
ユ
ウ

富
貴
－
宥
…

天
正
本
節
用
集

フ
ウ
　
キ

富
貴

氏
指
摘
）

フ
レ
　
　
　
　
　
フ
タ
ネ
ウ
　
　
フ
ク
一
－
ム

富
貴
（
富
餞
・
富
人
）

無
常
講
式

フ
タ
タ
ヰ

富
貴

孔
雀
経
元
応
三
年
点

フ
ク
　
　
ク
ヰ

富
－
貴

明
応
本
節
用
菓

フ
ツ
　
キ

富
貴

黒
本
木
節
用
集

フ
ツ
　
キ

富
貴

印
度
本
節
用
集
（
弘
治
二
年
本
）

フ
ツ
　
キ

富
貴

同
右
永
禄
二
年
本

フ
ツ
　
キ
　
　
　
ブ
タ
ユ
ウ

富
貴
丁
宥
）

祝
園
本
節
用
集

「
フ
ッ
キ
　
（
富
貴
）
」
を
め
ぐ
っ
て

五
九



略

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

∴
∴

慶
長
版
衆
分
窺
略

7．9指
－
貴

日
葡
辞
書

Fugi

設
語
林
集
成

F
u
村
k
i
 
O
r
句
生
江

フ
ツ
　
キ
　
　
ブ
タ
ユ
ウ

富
貴
（
富
宥
）
（5）

鰻
頭
屋
本
節
用
集

フ
ツ
　
キ

富
貴

国
会
図
書
館
本
百
舌
往
来

フ
ツ
　
　
　
キ

富
－
貴

（6）

ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典

Pcqu－

自
衛
辞
書

句
u
c
q
i

票
語
林
集
成

F
u
好
打
i
 
O
H
 
F
ロ
k
i

「
富
」
字
は
見
慣
れ
た
字
で
あ
っ
た
為
で
あ
ろ
う
字
書
類
以
外
で
は
そ
の
付
音
例
が
見
出
し
に
く
く
、
尚
今
後
用
例
の
発
見
に
努
め
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
右
の
一
覧
に
依
っ
て
大
略
次
の
様
な
事
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
に
は
「
フ
ク
ヰ
」
と
「
フ
ッ
ク
ヰ
」
が
併
存
し
て
い
た
（
「
フ
ク
」
と
な
る
か
「
フ
ッ
」
と
な
る
か
は
下
接
字
の
有
声
・
無
声
に
対
応
す
る
の

で
あ
る
か
ら
「
フ
ク
ク
ヰ
」
は
「
フ
ッ
ク
ヰ
」
に
摂
し
て
考
与
ら
れ
る
事
勿
論
で
あ
る
。
「
フ
ッ
ク
ヰ
」
使
用
場
に
於
て
は
当
然
有
声
音
字
下
接
の
場
合
に
は
「
フ
ク

（
イ
）

ネ
ウ
」
「
フ
ク
ニ
ム
」
「
フ
ク
エ
ウ
」
の
形
が
出
現
し
て
い
る
）
。
そ
の
後
、
「
フ
ク
ヰ
」
の
長
音
化
し
た
「
フ
ウ
ク
ヰ
」
が
出
現
し
た
。
室
町
時
代
ま
で

に
は
か
く
て
「
フ
ヰ
」
「
フ
ウ
キ
」
「
フ
ッ
キ
」
の
三
形
が
併
存
す
る
事
と
な
っ
た
（
「
ク
ヰ
」
は
室
町
期
ま
で
に
直
音
化
し
た
）
。
更
に
江
戸
期
に
な
る



と
、
そ
の
中
の
「
フ
キ
」
が
口
語
の
世
界
か
ら
消
え
た
と
思
わ
れ
る
。

現
代
語
に
於
て
は
、
既
に
「
フ
ツ
キ
」
を
〔
古
琶
と
注
す
る
辞
典
も
有
る
棟
に
、
更
に
こ
の
語
形
も
口
語
の
世
界
か
ら
消
え
て
行
こ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
様
に
語
形
の
消
長
が
見
ら
れ
る
事
は
、
こ
の
「
富
」
を
構
成
要
素
と
す
る
漠
語
群
の
一
つ
一
つ
の
口
語
に
於
る
消
長
と
も
相
関
関

フ

ツ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

タ

係
が
有
る
で
あ
ろ
う
。
現
代
語
に
於
て
「
富
貴
」
の
勢
力
が
衰
え
て
行
っ
た
の
は
、
か
つ
て
の
「
富
」
を
構
成
要
素
と
し
て
優
勢
で
あ
っ
た
漢
語

フ

ク

ユ

ウ

＝
即
ち
節
用
集
等
の
「
富
者
」
の
如
き
も
の
＝
が
使
用
語
彙
と
し
て
存
在
し
な
く
な
っ
た
所
に
も
一
因
を
見
出
す
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
富
」
を
「
フ
ク
」
と
す
る
誤
読
は
そ
の
音
符
「
昌
」
を
共
有
す
る
字
へ
の
類
推
に
依
っ
て
生
じ
た
と
見
倣
す
事
に
異
論
は
無
か

、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ろ
う
が
、
こ
の
様
な
誤
読
は
百
姓
読
み
と
も
呼
ば
れ
屡
々
論
に
上
げ
ら
れ
文
献
の
具
体
的
な
例
も
指
摘
さ
れ
て
来
た
所
で
あ
り
、
そ
の
出
現
の
可

能
性
は
、
一
字
一
字
を
韻
書
な
り
字
書
な
り
で
確
認
す
る
と
い
う
学
習
形
態
か
ら
離
れ
る
程
高
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
文
字
生
活
に
於
て
常
に
そ

う
い
う
学
習
形
態
を
取
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
亦
必
要
と
も
し
な
い
。
従
っ
て
誤
読
の
危
険
性
は
常
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
「
フ
ク
」
の
出
現

は
そ
う
い
う
も
の
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
早
い
例
が
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
や
無
常
講
式
と
い
う
口
頭
語
的
・
口
詞
的
文
献
に
見
ら
れ
る
の

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

も
故
な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
孔
雀
経
の
如
き
は
、
伝
統
性
を
よ
く
保
持
し
て
ロ
諌
口
受
的
で
あ
る
面
と
、
そ
の
故
に
韻
書
・
字
書
に
依

る
学
習
形
態
を
取
ら
な
い
面
と
の
二
面
が
有
り
、
仁
和
寺
本
や
東
大
本
の
「
フ
ク
ヰ
」
は
そ
の
前
者
の
面
が
、
新
し
い
東
大
本
別
伝
や
国
会
図
書

館
本
の
「
フ
ク
ク
ヰ
」
は
そ
の
後
者
の
面
が
、
露
呈
し
た
も
の
と
解
釈
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
文
集
の
如
き
博
士
家
の
訓
点
本
が
正
し
い

「
フ
ク
ヰ
」
の
形
を
保
っ
て
い
る
の
も
亦
、
従
っ
て
故
無
し
と
し
な
い
。
か
く
考
え
れ
ば
、
先
に
鎌
倉
期
に
は
「
フ
ク
ヰ
」
と
「
フ
ッ
ク
ヰ
」
が

併
存
し
て
い
た
と
言
っ
た
が
、
そ
の
併
存
は
同
一
位
相
に
於
る
混
在
で
は
無
く
、
位
相
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

室
町
期
に
至
っ
て
、
文
明
本
の
如
き
博
士
家
点
本
を
素
材
に
作
ら
れ
た
字
書
に
、
正
し
い
形
に
も
と
づ
く
「
フ
ウ
キ
」
の
形
が
、
そ
し
て
そ
の
他

の
多
く
の
節
用
集
や
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
が
殆
ど
「
フ
ッ
キ
」
の
形
を
登
録
し
優
勢
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
も
、
そ
う
い
う
前
代
の
文
章
語
的
．

口
頭
語
的
と
で
も
言
え
る
位
相
差
を
引
き
継
い
だ
と
考
え
る
事
に
依
っ
て
理
解
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
フ
ッ
キ
　
（
富
貴
）
」
を
め
ぐ
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

サ

ツ

　

ギ

ツ

五
、
早
・
牛
と
の
関
係

浜
田
氏
の
論
に
代
表
さ
れ
る
如
く
、
従
来
多
く
の
場
合
「
フ
ッ
キ
」
は
「
サ
ッ
キ
ユ
ウ
」
「
サ
ッ
ソ
・
ク
」
「
ギ
ッ
シ
ャ
」
と
平
行
的
な
関
係
に
在

ヽ

　

ヽ

る
も
の
と
さ
れ
て
来
た
。
そ
れ
故
に
こ
れ
を
「
フ
ウ
キ
」
の
音
便
と
注
す
る
辞
書
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
検
討
に
依
っ
て
、
こ
の

フ

ツ

キ

　

　

　

サ

ツ

キ

ユ

ウ

　

サ

ツ

ソ

ク

　

ギ

ツ

シ

ヤ

「
富
貴
」
は
「
早
急
」
「
早
速
」
「
牛
車
」
と
は
全
く
別
の
要
因
に
よ
っ
て
鎌
倉
時
代
（
以
前
）
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
辞
書
的
取
扱
い
で
言
え

サ

ツ

キ

ユ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

8

）

ば
「
遡
及
」
と
全
く
同
列
に
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

サ

ツ

キ

ユ

ウ

　

ギ

ツ

シ

ヤ

尚
、
そ
の
、
別
の
系
列
で
あ
る
「
早
急
」
「
牛
革
」
等
の
成
立
に
つ
い
て
は
亦
別
に
検
討
し
て
み
る
必
要
が
有
る
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）
　
本
来
？
晋
で
終
る
字
が
唇
内
入
声
音
と
誤
認
さ
れ
た
例
は
確
か
に
容
易
に
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
が
更
に
そ
れ
が
促
音
化
し
た
例
が
指
摘
し
難

ッ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ウ

サ

ウ

シ

ウ

リ

ウ

い
事
実
と
理
由
に
つ
い
て
は
、
奥
村
三
雄
氏
も
『
「
法
服
」
の
如
き
、
唇
内
入
声
の
促
音
化
表
記
に
対
し
、
「
高
・
草
・
秋
・
流
」
な
ど
、
も
と
も
と
㌣
晋
だ

っ
た
字
音
は
、
促
音
化
す
る
こ
と
が
な
い
故
、
唇
内
入
声
の
促
音
化
は
、
少
く
と
も
、
〔
フ
ー
ウ
〕
と
い
う
ハ
行
転
呼
現
象
以
前
に
起
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
』

と
さ
れ
て
い
る
（
「
講
座
国
語
史
　
音
窺
史
・
文
字
史
」
第
二
章
二
2
促
音
の
発
達
）
。

（
2
）
　
節
用
集
等
の
室
町
時
代
以
降
の
字
書
類
に
は
「
富
有
（
宥
）
」
を
「
フ
ウ
ユ
ウ
」
と
し
た
確
例
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
逆
に
「
富
家
」
を
「
フ
ウ
カ
」
と

し
た
例
は
文
明
本
節
用
集
な
ど
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
フ
」
の
長
音
化
は
、
「
富
」
を
上
部
構
成
素
と
し
て
全
体
で
二
字
仮
名
形
と
な
る
場
合
に
発
生
し

シ

イ

カ

　

フ

ウ

シ

　

フ

ウ

フ

　

ヒ

イ

キ

〟

た
可
能
性
が
大
き
い
と
恩
わ
れ
る
。
「
詩
歌
」
「
夫
子
」
「
夫
婦
」
「
愚
屈
」
等
と
同
じ
方
向
で
の
変
化
と
考
え
ら
れ
ま
い
か
。

（
3
）
　
拙
稿
「
漢
字
音
に
お
け
る
促
首
の
表
示
法
」
（
「
国
文
学
致
」
算
哲
写
）
。

（
4
）
　
喉
内
入
声
字
の
促
首
化
例
は
小
林
芳
規
博
士
（
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
・
特
輯
号
3
、
「
訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世

語
に
つ
い
て
」
同
上
第
3
2
巻
1
号
等
）
等
に
よ
っ
て
院
政
、
鎌
倉
時
代
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
殆
ど
力
行
音
が
下
接
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
力
行
音

以
外
の
例
は
大
旨
語
彙
的
に
固
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
「
北
方
」
は
東
京
大
学
国
語
研
究
室
本
大
般
若
経
建
長
校
本
に
も
、
「
独
居
、
独
党
、

L

。

ツ

　

　

ト

ツ

コ

ツ

　

ヨ

ツ

　

カ

チ

カ

ク

ヤ

チ

　

　

　

　

　

　

ホ

ツ

　

　

　

　

　

　

ト

ツ

ホ

極
光
、
欲
界
、
各
各
、
亦
各
」
等
に
交
っ
て
、
「
北
方
」
と
有
る
。
亦
「
独
歩
」
が
観
智
院
本
世
俗
諺
文
、
西
方
指
南
抄
に
共
通
し
て
見
え
る
の
も
固
定
化

を
う
か
が
う
一
助
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



フ
ツ
．
キ

（
5
）
　
印
度
本
の
尭
空
木
等
に
も
「
富
貴
」
の
用
例
は
見
出
さ
れ
る
が
、
以
上
の
用
例
で
こ
の
期
の
実
情
は
理
解
出
来
よ
う
か
ら
他
は
省
略
に
従
う
。

フ

ツ

キ

（
6
）
　
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集
こ
の
二
一
頁
（
巻
算
二
須
達
長
者
、
造
祇
薗
精
豊
買
骨
二
）
に
は
、
「
富
貴
」
の
注
に
、
天
草
本
平
家
物
語
・

金
句
集
・
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
・
ギ
ャ
ド
ペ
カ
ド
ル
字
集
に
よ
っ
て
付
音
し
た
旨
が
記
し
て
あ
る
。
当
時
の
「
フ
ッ
キ
」
の
勢
力
が
こ
れ
等
キ
リ
シ
タ
ン
資

料
に
よ
っ
て
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

（
7
）
例
え
ば
築
島
裕
博
士
「
諾
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
、
研
究
篇
」
や
「
平
安
時
代
語
新
論
」
四
三
二
貢
「
百
姓
読
」
に
も
言
及
が

エ

イ

　

　

エ

ム

　

カ

ク

　

　

ク

ヰ

　

　

　

コ

ン

有
り
、
「
明
韓
」
「
風
敵
こ
「
奇
父
」
「
醗
離
」
「
発
揮
」
等
の
具
体
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
期
以
前
に
お
け
る
、
例
え
ば
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
に
も
、

セ

ン

火

　

　

　

　

車

イ

レ

ウ

　

　

グ

ク

ツ

ウ

　

　

　

火

　

　

　

宕

ハ

ウ

　

　

テ

ィ

　

　

　

メ

ン

王

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ツ

詭
諦
1
4
頁
1
行
、
李
陵
5
0
5
、
掩
人
罰
4
、
裸
形
4
1
4
、
謁
慧
3
、
祇
侯
4
8
5
、
究
柾
5
4
6
等
が
、
亦
真
福
寺
本
将
門
記
承
徳
三
年
点
に
も
、
禁
過
6
0

ラ

ム

　

　

テ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

イ

ワ

ウ

　

　

シ

ン

チ

　

　

カ

ツ

　

　

リ

ン

　

ラ

レ

ク

レ

行
、
盗
跡
描
、
舐
侯
3
4
5
等
が
、
和
泉
往
来
文
治
二
年
点
に
も
、
納
陛
2
3
行
、
親
梶
3
7
、
拝
謁
拓
、
哀
憐
2
7
、
老
遥
2
4
7
等
が
容
易
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
こ
う
い
う
場
に
お
い
て
は
、
「
フ
ッ
キ
」
の
生
ず
る
可
能
性
は
常
に
在
っ
た
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
8
）
　
従
っ
て
、
先
考
の
説
で
は
新
明
解
国
語
辞
典
及
び
三
保
氏
の
考
え
方
に
全
面
的
に
服
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

「
フ
ッ
キ
　
（
富
貴
）
」
を
め
ぐ
っ
て




